




































与 那 国 kaja <肩> (平山1988:195) 
 kaja~kajabuni <肩硬骨> (沖縄国際大学高橋ゼミ1986:183) 
新城下地 kaja <腕の下はく部> (沖縄言語センター調査資料) 
 kaja <手首、関節> (沖縄言語センター調査資料) 
古  見 kaja <肘から手首までの腕> (加治工2001:29) 
鳩  間 kaja <肩の病気> (加治工1982:393) 
黒  島 tiinuhaja <手頸> (宮良1980[1930]:393) 




石  垣 kaja <手の平の付け根。手首> (宮城他2002:195) 
 tiinukaja <仕事で使いすぎて手首が痛くなること> (平山1988:446) 
 tiinukaja <上臂、後膊、二の腕> (宮良1984:311) 


















平良市 下里       kaja <リューマチ。神経痛> (柴田(未刊)) 
池    間 kaja <神経痛> (平山 1983:751) 
多  良  間 kaja <神経痛> (平山1983:751;多良間村史1993:296) 
 











伊 江 島 haja <腱鞘炎> (生塩1999:324) 









































 カヤ(A系列) 肩(B系列) 
伊江島 haja (語末アクセント) hata a (無アクセント) 
鳩 間 ka―ja (平板型)  kata (起伏型) 









 _kataburuci (低平型) 













石 垣 kazeera <背中の上の方。肩甲骨の辺り> (宮城他2002:192) 
宮 良 kazeera <肩胛骨> (仲原2002:146) 
川 平 kazerabuni <かいがら骨> (中本1975:17) 
新 城 kazeera <肩> (久野1992:53) 
古 見 kazïra <肩甲骨から肩・首あたり>
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徳之島目手久 kazi <後> (高橋1985:260) 
徳之島 亀津       kazï <後頭部。背後。身体の後ろの部分> (平山1986:37,98,400) 
与    論 hazi <首筋> (高橋・菊(未刊)) 
今  帰  仁 ha―zii <首すじ。うなじ> (仲宗根1983:505) 
伊  江  島 ha i  <首筋。うなじ> (生塩1999:302) 
























喜界島志戸桶 tïzja <手首が曲がらなくていたい病気> (中本1978: 4) 
笠利町 佐仁       tizja
6
 <手首> (琉球方言研究クラブ2002:86) 
大  和  浜 thïzja <手くびがある期間硬直状態になること>(長田・須山1977:175) 
湯    湾 tïzja <手首の曲がる部分> (中本1976:14) 




沖永良部和泊 tiizja <仕事で､使いすぎて手首が痛くなること> (平山1986:490) 
伊  江  島 thi a <神経痛の一種> thi ageenja <手首の神経痛> (生塩1999:227) 
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